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芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
一
一
明
治
四
十
三
年
︵
一
九
一
〇
︶
二
月
十
日
発
行
の
東
京
府
立
第
三
中
学
校
﹁
学
友
会
雑
誌
﹂
第
十
五
号
に
は
、
在
学
し
た
芥
川
の
﹁
木
曾
義
仲
論
﹂
が
載
る
。
ま
さ
に
若
き
芥
川
龍
之
介
の
文
章
力
は
も
と
よ
り
、
そ
の
学
力
、
知
力
の
秀
逸
さ
を
も
物
語
る
文
章
で
、﹃
平
家
物
語
﹄﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
な
ど
の
資
料
に
基
づ
き
つ
つ
、
義
仲
を
﹁
革
命
の
健
児
中
の
革
命
の
健
児
﹂
と
し
て
高
く
評
価
し
、
そ
の
﹁
野
性
の
児
﹂
の
生
き
方
に
深
く
共
感
共
鳴
し
て
い
る
。
義
仲
は
﹁
二　
革
命
軍
﹂
の
中
に
、﹁
将
門
、
将
を
出
す
と
云
へ
る
が
如
く
、
我
木
曾
義
仲
も
亦
、
将
門
の
出
な
り
き
。﹂
と
登
場
し
、
父
義
賢
の
死
後
、
木
曾
の
中
原
兼
遠
に
撫
育
さ
れ
る
生
い
立
ち
を
記
し
て
は
、﹁
時
に
彼
は
年
僅
に
二
歳
、
彼
の
ロ
ー
マ
ン
チ
ツ
ク
な
る
生
涯
は
、
既
に
是
に
兆
せ
し
也
。﹂
と
紹
介
す
る
。
同
工
異
曲
の
言
い
回
し
は
義
仲
の
死
に
い
た
る
﹁
三　
最
後
﹂
の
中
に
、﹁
然
り
、
彼
は
成
功
と
共
に
失
敗
を
得
た
り
。
彼
が
粟
津
の
敗
死
は
既
に
彼
が
、
懸
軍
長
駆
、
白
旗
を
ひ
る
が
へ
し
て
洛
陽
に
入
れ
る
の
日
に
兆
し
た
り
。﹂
と
も
見
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、﹁
義
仲
論
﹂
の
文
中
、
表
現
上
、
漢
楚
興
亡
に
名
高
い
項
羽
を
と
ら
え
た
箇
所
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
例
は
、﹁
一　
平
氏
政
府
﹂
の
終
わ
り
で
、
源
三
位
頼
政
を
捉
え
て
、
﹁
彼
は
、
ル
ー
テ
ル
た
ら
ざ
る
も
ヨ
ハ
ネ
ス
フ
ツ
ス
也
。
項
羽
0
0
た
ら
ざ
る
も
陳
勝
呉
広
也
。﹂
と
例
え
る
中
に
見
え
る
。
頼
政
の
﹁
革
命
の
風
雲
を
動
か
し
﹂
た
歴
史
的
な
役
割
は
、
ル
ー
テ
ル
や
項
羽
の
そ
れ
に
は
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
そ
の
端
緒
を
開
く
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
は
頼
政
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
が
、
第
二
の
例
は
義
仲
に
直
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
注
意
を
要
す
る
。
先
に
引
用
し
た
﹁
二　
革
命
軍
﹂
の
文
の
あ
と
、
義
仲
を
育
ん
だ
木
曾
の
土
地
柄
を
い
う
の
に
つ
づ
い
て
、﹁
然
ら
ば
彼
が
家
庭
は
如
何
。﹂
と
転
ず
る
と
、﹁
麻
中
の
蓬
を
し
て
直
か
ら
し
む
る
も
の
は
、
蓬
辺
の
麻
1
也
。
英
雄
の
児
を
し
て
英
雄
の
児
た
ら
し
む
る
も
の
は
其
家
庭
也
。﹂
と
明
言
し
て
、
是
ハ
ミ
ル
カ
ル
あ
り
て
始
め
て
ハ
ン
ニ
バ
ル
あ
り
、
項
梁
あ
り
て
始
め
て
項
羽
あ
り
、
信
秀
あ
り
て
始
め
て
信
長
あ
る
の
所
以
、
鄭
家
の
奴
学
ば
ず
し
て
、
詩
を
歌
ふ
2
の
所
以
に
あ
ら
ず
や
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　
第
三
十
一
号　
二
○
二
一
年
三
月
芥
川
龍
之
介
「
英
雄
の
器
」
と
項
羽
堀
　
　
　
　
　
誠
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
二
と
い
う
。
当
然
、
義
仲
に
お
け
る
中
三
権
頭
兼
遠
︵
中
原
兼
遠
︶
な
る
乳
人
に
し
て
彼
を
撫
育
す
る
達
識
な
武
人
の
存
在
を
説
い
た
も
の
で
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
義
仲
に
お
け
る
兼
遠
を
﹁
よ
り
朴
素
な
る
張
良
﹂、
ラ
イ
バ
ル
頼
朝
に
お
け
る
北
条
四
郎
時
政
を
﹁
よ
り
老
猾
な
る
范
増
﹂
と
対
比
的
に
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
面
白
い
。
確
か
に
父
な
き
義
仲
と
項
羽
と
を
戦
陣
に
在
ら
し
め
た
の
は
、
兼
遠
で
あ
り
項
梁
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
い
で
第
三
の
例
は
、﹁
三　
最
後
﹂
に
お
い
て
義
仲
と
兼
平
の
死
を
捉
え
る
と
と
も
に
、﹁
其
燃
ゆ
る
が
如
き
血
性
と
、
烈
々
た
る
青
雲
の
念
と
を
抱
い
﹂
た
義
仲
が
﹁
多
く
の
短
所
と
弱
点
と
を
有
す
る
に
関
ら
ず
、
吾
人
は
唯
其
愛
す
べ
く
、
敬
す
べ
く
、
慕
ふ
べ
く
、
仰
ぐ
べ
き
、
真
個
の
英
雄
児
た
る
に
愧
ぢ
ざ
る
を
想
見
せ
ず
ン
ば
あ
ら
ず
。﹂
と
評
し
て
は
、
南
宋
の
岳
飛
3
、
西
楚
の
項
羽
、
明
の
王
叔
英
4
の
死
を
列
記
す
る
。
か
く
て
彼
ら
の
死
を
義
仲
に
重
ね
、﹁
彼
豈
之
に
恥
ぢ
む
や
﹂
以
下
、
義
仲
の
火
の
如
き
赤
誠
を
抱
い
た
ま
ま
の
死
を
意
味
づ
け
る
。
﹁
義
仲
論
﹂
に
現
れ
る
項
羽
を
考
え
て
み
る
と
き
、
芥
川
は
や
は
り
本
邦
の
風
雲
児
木
曾
義
仲
の
中
に
、
中
国
の
西
楚
の
覇
王
、
項
羽
に
相
通
ず
る
相
似
面
を
看
て
い
た
に
違
い
な
い
。
相
似
た
環
境
や
境
涯
は
、
誰
も
が
共
有
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
項
羽
も
ま
た
季
父
項
梁
に
養
育
さ
れ
、
反
秦
の
動
き
の
中
で
項
氏
の
声
望
を
担
っ
て
勇
躍
し
た
。
し
か
る
に
劉
邦
と
の
天
下
取
り
に
は
万
事
休
し
て
、
烏
江
に
自
刎
し
て
果
て
た
の
が
三
十
一
歳
。
周
知
の
通
り
、
項
羽
に
は
﹁
虞
や
虞
や
若
を
奈
何
せ
ん
﹂
と
苦
悶
を
詠
出
し
た
虞
美
人
の
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
義
仲
に
も
巴
な
る
女
武
者
の
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
巴
は
名
残
の
戦
を
目
に
も
の
み
せ
て
戦
場
を
離
脱
す
る
一
方
、
か
く
て
今
井
四
郎
兼
平
と
主
従
二
騎
と
な
っ
て
自
害
を
遂
げ
る
べ
く
粟
津
の
松
原
へ
愛
馬
を
駆
け
る
義
仲
。
こ
ろ
は
正
月
二
十
一
日
の
入
相
ば
か
り
の
時
候
の
悪
条
件
も
重
な
っ
て
、
薄
氷
の
張
っ
た
深
田
に
討
ち
入
れ
、
鬼
葦
毛
も
﹁
あ
ふ
れ
ど
も
あ
ふ
れ
ど
も
、
打
て
ど
も
打
て
ど
も
は
た
ら
か
ず
﹂
と
い
う
瞬
間
に
、
ふ
と
兼
平
の
姿
を
求
め
て
﹁
ふ
り
あ
ふ
﹂
い
だ
隙
に
内
兜
を
射
ら
れ
て
不
覚
の
死
を
遂
げ
た
。﹁
討
死
﹂
と
い
う
弓
矢
取
り
の
﹁
な
が
き
疵
﹂
を
被
っ
た
義
仲
も
ま
た
三
十
一
歳
の
境
涯
で
あ
っ
た
。
義
仲
と
項
羽
は
ま
さ
に
相
似
形
の
人
生
を
負
っ
た
武
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
二
芥
川
は
、
大
正
七
年
︵
一
九
一
八
︶
一
月
一
日
発
行
の
雑
誌
﹃
人
文
﹄
第
三
巻
第
一
号
に
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
題
す
る
短
篇
を
発
表
し
て
い
る
5
。
﹁
何
し
ろ
項
羽
と
云
ふ
男
は
、
英
雄
の
器
ぢ
ゃ
な
い
で
す
な
。﹂
漢
の
大
将
呂
馬
通
は
、
た
だ
で
さ
え
長
い
顔
を
、
一
層
長
く
し
な
が
ら
、
疎
ら
な
髭
を
撫
で
て
、
こ
う
云
っ
た
。︵
棒
線
筆
者
。
以
下
同
様
。︶
こ
の
﹁
漢
の
大
将
呂
馬
通
﹂
の
発
言
に
は
じ
ま
り
、
彼
の
項
羽
に
対
す
る
人
物
評
を
軸
と
し
て
、
最
後
に
﹁
だ
か
ら
、
英
雄
の
器
だ
っ
た
の
さ
。﹂
と
半
ば
独
り
言
の
よ
う
に
答
え
る
劉
邦
。
人
物
評
の
部
分
に
は
、
烏
江
で
の
自
刃
、
天
命
の
主
張
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
項
羽
の
器
が
問
わ
れ
る
。
芥
川
は
、
こ
の
敗
将
項
羽
に
人
間
的
な
興
味
を
覚
え
、
そ
の
器
量
と
人
生
に
大
い
な
る
魅
力
を
感
じ
と
っ
て
い
た
か
。
こ
の
作
品
の
創
作
と
素
材
を
考
え
る
に
、
漢
楚
の
興
亡
を
記
す
正
史
﹃
史
記
﹄
﹁
項
羽
本
紀
﹂
に
は
﹁
呂
馬
童ゝ
﹂
と
記
し
て
、﹁
呂
馬
通ゝ
﹂
の
名
は
現
れ
な
い
。
そ
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
三
の
﹃
史
記
﹄
の
表
記
を
確
か
め
る
に
、
烏
江
で
最
期
の
戦
に
臨
ん
だ
項
羽
は
、
乃
令
騎
皆
下
馬
步
行
、
持
短
兵
接
戦
。
独
籍
所
殺
漢
軍
数
百
人
。
項
王
身
亦
被
十
余
創
。︵
乃
ち
騎
を
し
て
皆
馬
よ
り
下
り
て
步
行
し
、
短
兵
を
持
ち
て
接
戦
せ
し
む
。
独
り
籍
の
殺
す
所
の
漢
軍
は
数
百
人
。
項
王
身みづから
も
亦
た
十
余
創
を
被
る
。︶
白
兵
戦
を
命
じ
て
自
ら
漢
軍
の
兵
数
百
人
を
殺
害
し
、
そ
の
身
に
十
余
創
を
被
る
中
、
敵
軍
に
旧
知
の
姿
を
認
め
て
声
を
か
け
る
。
顧
見
漢
騎
司
馬
呂
馬
童
曰
、﹁
若
非
吾
故
人
乎
。﹂
馬
童
面
之
、
指
王
翳
曰
、
﹁
此
項
王
也
。﹂
項
王
乃
曰
、﹁
吾
聞
漢
購
我
頭
千
金
、
邑
万
戶
。
吾
為
若
德
。﹂
乃
自
刎
而
死
。︵
顧
み
て
漢
の
騎
司
馬
の
呂
馬
童
を
見
て
曰
く
、﹁
若なんぢ　
吾
が
故
人
に
非
ず
や
﹂
と
。
馬
童　
之
に
面そむ
き
、
王
翳
に
指
さ
し
て
曰
く
、﹁
此
れ
項
王
な
り
﹂
と
。
項
王
乃
ち
曰
く
、﹁
吾
聞
く
な
ら
く
漢　
我
が
頭かうべ
を
千
金
、
邑
万
戶
に
購
ふ
と
。
吾　
若
が
為
に
德
せ
し
め
ん
﹂
と
。
乃
ち
自
刎
し
て
死
す
。︶
﹁
若　
吾
が
故
人
に
非
ず
や
﹂
と
声
を
か
け
た
項
王
。
千
金
と
邑
万
戸
の
懸
賞
金
の
か
か
っ
た
自
ら
の
首
級
を
恵
ん
で
や
る
と
言
い
放
っ
た
相
手
こ
そ
、﹁
漢
の
騎
司
馬
﹂
の
﹁
呂
馬
童
﹂
で
あ
り
、
職
位
も
﹁
漢
の
大
将
﹂
と
記
さ
な
い
。
こ
こ
に
項
王
は
自
刎
し
て
果
て
る
が
、
そ
の
間
、
呂
馬
童
は
顔
を
背
け
て
王
翳
に
﹁
此
れ
項
王
な
り
﹂
と
指
さ
し
て
教
え
る
。
か
く
て
王
翳
は
項
王
の
首
級
を
取
り
、
郎
中
騎
の
楊
喜
、
騎
司
馬
の
呂
馬
童
、
郎
中
の
呂
勝
、
楊
武
が
そ
の
一
体
︵
四
肢
の
一
︶
を
得
て
、
論
功
行
賞
で
呂
馬
童
は
中
水
侯
に
、
王
翳
は
杜
衍
侯
に
、
楊
喜
は
赤
泉
侯
に
、
楊
武
が
吳
防
侯
に
、
呂
勝
が
涅
陽
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
記
す
。
因
み
に
、
編
年
体
の
宋
の
司
馬
光
の
撰
し
た
﹃
資
治
通
鑑
﹄
第
十
一
卷
﹁
漢
紀
三
﹂﹁
太
祖
高
皇
帝
中
﹂
に
は
﹃
史
記
﹄
に
同
じ
く
﹁
漢
騎
司
馬
呂
馬
童
﹂
と
記
し
、
元
の
曽
先
之
の
撰
し
た
﹃
十
八
史
略
﹄
巻
二
﹁
西
漢
﹂
に
は
項
王
の
自
刎
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
で
は
、﹁
漢
の
大
将
呂
馬
通
﹂
の
表
記
は
何
に
依
拠
し
た
も
の
か
。
そ
れ
は
﹁
英
雄
の
器
﹂
を
叙
述
す
る
芥
川
自
身
の
読
書
に
由
来
す
る
。
そ
の
表
記
は
ど
こ
に
所
在
す
る
か
。
項
羽
の
最
期
を
伝
え
る
史
的
な
記
載
は
、﹃
史
記
﹄
等
の
史
伝
の
記
事
を
離
れ
て
、
語
り
物
の
世
界
に
も
恰
好
の
話
材
と
し
て
存
在
す
る
。
い
わ
ゆ
る
﹁
説
シ
ユ
オ
話ホア
﹂︵
講
釈
︶
の
﹁
講
史
﹂︵
歴
史
講
談
︶
の
世
界
で
も
敷
衍
せ
ら
れ
、
本
邦
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
の
演
義
小
説
書
を
和
読
し
た
通
俗
軍
談
物
が
登
場
す
る
。
江
戸
の
元
禄
八
年
︵
一
六
九
五
︶
に
は
、
明
の
大
業
堂
﹃
重
刻
西
漢
通
俗
演
義
﹄
あ
る
い
は
金
閶
書
業
堂
﹃
新
刻
剣
嘯
閣
批
評
西
漢
演
義
伝
﹄
と
い
う
中
国
通
俗
小
説
書
に
拠
っ
て
撰
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
が
世
に
問
わ
れ
、
人
気
を
博
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
6
。
全
十
五
巻
の
内
、
七
巻
ま
で
が
夢
梅
軒
章
峯
、
八
卷
以
降
が
称
好
軒
徽
庵
の
訳
。
こ
の
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
﹁
項
羽
烏
江ニ
自ミツ
カ
ラ
刎クビハ
ヌ﹂
に
お
い
て
、
先
に
引
用
し
た
﹃
史
記
﹄
の
白
兵
戦
に
及
ん
だ
項
王
が
漢
の
呂
馬
道
に
声
を
か
け
る
場
面
は
次
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
る
。
今
ハ
叶
ジ
、
是
マ
デ
ナ
リ
ト
思
ヒ
定
テ
、
後
ヲ
顧
レ
バ
漢
ノ
大
将
軍
呂
馬
通
、
戟
ヲ
挙
テ
向
ヒ
来
ル
、
項
王
声
ヲ
揚
テ
、
汝
ハ
吾
故
人
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
ト
云
ニ
、
其
声
恰
モ
石
山
ノ
崩
レ
、
鳴
神
ノ
落
カ
ゝ
ル
ガ
如
ナ
レ
バ
、
呂
馬
通
馬
ノ
上
ニ
畏
ス
ク
ン
デ
動
コ
ト
ヲ
得
ズ
、
首
ヲ
仰
デ
正
シ
ク
視
コ
ト
能
ズ
、
震
ヒ
声
ニ
テ
申
ケ
ル
ハ
、
臣
ハ
誠
ニ
大
王
ノ
故
人
ナ
リ
、
大
王
何
事
ヲ
付
嘱
セ
ン
ト
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
四
カ
欲
シ
玉
フ
、
項
王
ノ
曰
、
我
キ
ク　
漢
王
三
軍
ニ
触
テ
、
若モシ
項
羽
ガ
首
ヲ
取
得
タ
ル
者
ニ
ハ
、
千
金
ヲ
与
テ
万
戸
侯
ニ
封
ゼ
ン
ト
云
シ
ト
カ
ヤ
、
我
モ
ト
汝
ト
故
旧
ノ
好
ア
レ
バ
、
今
コ
ノ
首
ヲ
汝
ニ
与
ル
ゾ
、
早
ク
漢
王
ニ
上
テ
、
万
戸
侯
ニ
封
ゼ
ラ
レ
、
千
金
ノ
恩
賞
ヲ
受
ヨ
ト
云
ア
ヘ
ズ
、
了
ニ
剣
ヲ
援ヌイ
テ
自
ラ
刎
ク
ビ
ハ
ネテ
失ウセ
ニ
ケ
リ
、
か
く
て
首
を
く
れ
て
や
る
と
言
い
放
っ
て
自
刎
し
て
果
て
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
が
、
こ
こ
に
﹁
漢
の
大
将
軍
﹂
と
し
て
登
場
す
る
人
物
名
に
こ
そ
﹁
呂
馬
通
﹂
の
表
記
を
認
め
る
。
も
ち
ろ
ん
﹃
西
漢
演
義
伝
﹄
で
も
巻
七
﹁
楚
覇
王
烏
江
自
刎
﹂
に
、
忽
於
衆
漢
将
中
見
大
将
呂
馬
通
曰
、﹁
爾
非
吾
故
人
乎
。﹂
馬
通
近
前
側
視
、
不
敢
正
面
。
恐
被
短
兵
所
傷
。
乃
言
曰
、﹁
臣
実
大
王
故
人
、
不
知
我
王
有
何
相
嘱
。﹂
王
曰
、﹁
吾
聞
漢
購
我
頭
千
金
賞
、
万
戶
侯
。
吾
与
爾
旧
有
恩
徳
。﹂
遂
拔
剣
。︵
忽
ち
衆
漢
将
の
中
に
大
将
の
呂
馬
通
を
見
て
曰
く
、﹁
爾　
吾
が
故
人
に
非
ず
や
﹂
と
。
馬
通
近
づ
き
前すす
み
て
側
視
し
、
敢
へ
て
正
面
せ
ず
。
短
兵
を
被
り
て
傷
つ
け
ら
る
る
を
恐
る
。
乃
ち
言
ひ
て
曰
く
、﹁
臣
実
に
大
王
の
故
人
な
り
、
知
ら
ず
我
が
王
何
を
相
嘱
す
る
か
を
﹂
と
。
王
曰
く
、﹁
吾
聞
け
り
漢　
我
が
頭
を
千
金
の
賞
、
万
戶
侯
に
購
ふ
と
。
吾　
爾
の
旧
く
恩
徳
有
る
に
与
へ
ん
﹂
と
。
遂
に
剣
を
抜
く
。︶
と
﹁
大
将
呂
馬
通
﹂
の
字
句
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
日
中
の
文
献
の
比
照
に
よ
っ
て
、﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
訓
読
な
ら
ざ
る
意
訳
を
加
味
し
た
和
読
の
文
体
の
叙
述
の
方
法
も
明
ら
か
に
な
る
が
、
こ
の
﹁
呂
馬
通
﹂
の
表
記
に
関
し
て
贅
言
す
れ
ば
、﹃
西
漢
通
俗
演
義
﹄
や
﹃
西
漢
演
義
伝
﹄
の
成
立
に
先
ん
じ
て
、
元
の
至
治
年
間
︵
一
三
二
一
～
一
三
二
三
︶
に
刊
行
さ
れ
た
﹁
全
相
平
話
﹂
五
種
︵
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
︶
の
中
の
﹃
前
漢
書
続
集
﹄︵﹃
呂
后
斬
韓
信
﹄
と
も
称
さ
れ
る
︶
に
も
こ
の
表
記
が
確
認
さ
れ
る
。﹁
全
相
平
話
﹂
は
上
図
・
下
文
の
体
裁
を
も
ち
、
往
時
の
話
芸
の
様
相
を
留
め
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、﹃
前
漢
書
続
集
﹄
は
前
漢
時
代
の
歴
史
を
語
っ
た
平かたり
も
の話で
、
書
名
に
﹁
続
集
﹂
と
明
示
す
る
か
ら
に
は
前
置
す
る
﹁
正
集
﹂
が
存
在
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
現
存
せ
ず
、﹁
続
集
﹂
は
冒
頭
、
昔
大
漢
五
年
十
一
月
某
日
、
項
王
自
刎
而
死
、
年
三
十
一
歳
。︵
昔　
大
漢
五
年
十
一
月
某
日
、
項
王
自
刎
し
て
死
す
、
年
三
十
一
歳
。︶
と
始
ま
り
、
項
王
の
首
を
持
っ
た
五
人
が
漢
王
劉
邦
に
謁
見
す
れ
ば
、﹁
誰
か
吾
が
弟
を
殺
せ
し
か
﹂
と
哭
し
て
問
い
、
王
医翳
ら
が
﹁
臣
等
の
殺
す
所
に
非
ず
、
項
王
自
刎
し
て
死
せ
り
。﹂
と
奏
す
る
と
、
漢
王
は
五
侯
に
封
ず
る
。
時
項
王
既
死
、
王
医翳
等
五
人
見
漢
王
、
将
項
王
頭
各
争
功
、
言
已
誅
項
王
。
漢
王
親
視
項
王
首
、
哭
曰
、﹁
誰
殺
吾
弟
？
﹂
漢
王
見
五
侯
功
不
定
、
故
如
此
哭
之
。
王
医
等
曰
、﹁
非
臣
等
所
殺
、
項
王
自
刎
而
死
。﹂
漢
王
封
五
侯
。
呂
馬
通
中
水
侯
、
王
医
射
行
侯
、
楊
喜
赤
泉
侯
、
楊
武
呉
防
侯
、
呂
勝
混
陽
侯
。
漢
王
既
封
五
侯
、
漢
王
伝
令
於
衆
軍
曰
、﹁
若
得
項
王
家
属
、
無
得
駆
虜
殺
害
、
与
吾
家
属
無
異
矣
。﹂︵
時
に
項
王
既
に
死
し
、
王
医翳
等
五
人　
漢
王
に
見
へ
、
項
王
の
頭
を
将
っ
て
各おの
お
の
功
を
争
ひ
、
已
に
項
王
を
誅
す
と
言
ふ
。
漢
王
親みづか
ら
項
王
の
首
を
視
て
、
哭
し
て
曰
く
、﹁
誰
か
吾
が
弟
を
殺
す
﹂
と
。
漢
王　
五
侯
の
功
定
ま
ら
ざ
る
を
見
て
、
故
に
此
く
の
如
く
之
を
哭
す
。
王
医
等
曰
く
、﹁
臣
等
の
殺
す
所
に
非
ず
、
項
王
自
刎
し
て
死
す
﹂
と
。
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
五
漢
王　
五
侯
に
封
ず
。
呂
馬
通
は
中
水
侯
、
王
医
は
射
行
侯
、
楊
喜
は
赤
泉
侯
、
楊
武
は
呉
防
侯
、
呂
勝
は
混
陽
侯
な
り
。
漢
王
既
に
五
侯
に
封
じ
、
漢
王　
衆
軍
に
伝
令
し
て
曰
く
、﹁
若
し
項
王
の
家
属
を
得
ば
、
駆
虜
殺
害
す
る
を
得
る
無
く
、
吾
が
家
属
と
異
な
る
無
か
れ
﹂
と
。︶
か
く
て
﹁
中
水
侯
﹂
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
が
﹁
呂
馬
通
﹂
で
あ
っ
た
。﹁
呂
馬
通
﹂
の
表
記
が
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
基
づ
く
明
の
通
俗
小
説
書
に
先
ん
じ
て
﹃
前
漢
書
続
集
﹄
に
も
用
例
を
確
認
で
き
る
事
実
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
﹁
全
相
平
話
﹂
を
含
め
た
講
史
小
説
の
類
に
お
い
て
は
、﹁
童
﹂
と
音
が
通
じ
る
﹁
通
﹂
字
に
転
じ
て
﹁
呂
馬
通
﹂
の
呼
称
が
一
般
的
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
芥
川
が
﹁
英
雄
の
器
﹂
の
創
作
に
際
し
て
、
そ
の
漢
楚
興
亡
史
の
下
敷
き
と
し
た
所
伝
は
、
こ
う
し
た
中
国
の
講
史
小
説
に
基
づ
い
た
江
戸
以
来
の
定
評
あ
る
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
読
書
に
依
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
﹁
呂
馬
通
﹂
の
職
位
を
伴
っ
た
人
名
表
記
の
一
致
だ
け
に
依
る
の
で
は
な
く
、﹁
英
雄
の
器
﹂
の
記
載
内
容
か
ら
も
確
認
が
な
し
得
る
こ
と
を
前
も
っ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
7
。
三
し
か
ら
ば
、
芥
川
は
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
い
か
な
る
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
だ
か
。﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
は
、
明
治
期
に
入
っ
て
も
、
同
十
五
年
︵
一
八
八
二
︶
に
松
川
半
山
画
の
和
装
本
﹃
飜
刻
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
四
巻
︵
半
紙
判
︶、
ま
た
﹁
沈
香
閣
蔵
﹂
の
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
と
い
っ
た
版
本
式
の
も
の
が
印
行
さ
れ
る
一
方
、
洋
装
本
と
し
て
同
十
七
年
︵
一
八
八
四
︶
九
月
に
は
今
古
堂
︵
横
田
兼
太
郎
出
版
︶
の
﹃
通
俗
絵
本
漢
楚
軍
談
﹄、
同
十
九
年
︵
一
八
八
六
︶
四
月
に
は
上
田
屋
覚
張
栄
三
郎
の
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄︵
ボ
ー
ル
表
紙
本
︶、
同
九
月
に
は
森
仙
吉
翻
刻
・
鶴
声
社
の
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄︵
四
六
判
ク
ロ
ー
ス
装
釘
︶、
同
二
十
年
︵
一
八
八
七
︶
十
一
月
に
は
今
古
堂
︵
瀧
川
三
代
太
郎
出
版
︶
の
﹃
通
俗
絵
本
漢
楚
軍
談
﹄、
さ
ら
に
同
二
十
七
年
︵
一
八
九
四
︶
四
月
に
は
博
文
館
編
輯
局
校
訂
﹁
帝
国
文
庫
﹂
第
二
十
編
に
﹃
校
訂
呉
越
軍
談
・
校
訂
漢
楚
軍
談
﹄
な
ど
が
相
次
い
で
印
行
さ
れ
て
い
る
。
明
治
も
末
の
四
十
四
年
︵
一
九
一
一
︶
八
月
に
は
早
稲
田
大
学
出
版
部
﹃
通
俗
二
十
一
史
﹄
第
二
巻
﹁
列
国
志
後
編
︵
一
名
、
呉
越
軍
談
︶・
漢
楚
軍
談
﹂、
明
治
四
十
五
︵
一
一
九
一
二
年
︶
一
月
に
は
﹁
有
朋
堂
文
庫
﹂︵
国
文
編
、
明
治
四
十
四
年
～
大
正
五
年
︶
の
石
川
核
校
訂
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
が
発
行
さ
れ
る
。
日
清
・
日
露
の
戦
勝
を
踏
ま
え
て
軍
談
物
が
隆
盛
と
も
な
り
、
な
か
ん
ず
く
﹃
通
俗
二
十
一
史
﹄
は
歴
代
中
国
の
軍
談
を
大
成
す
る
大
き
な
存
在
で
も
あ
り
、
昭
和
四
年
︵
一
九
二
九
︶
に
は
﹁
物
語
支
那
史
大
系
﹂
第
二
巻
と
し
て
再
編
集
さ
れ
る
。
芥
川
が
生
前
に
蔵
し
た
和
・
漢
・
洋
の
書
籍
類
は
日
本
近
代
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
そ
の
和
漢
書
類
は
昭
和
四
十
六
年
︵
一
九
七
一
︶
三
月
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
数
は
四
六
五
点
一
八
二
二
冊
に
及
ぶ
。
昭
和
五
十
二
年
︵
一
九
七
七
︶
七
月
に
発
行
さ
れ
た
﹃
芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録
﹄︵﹁
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
資
料
目
録
２
﹂、
日
本
近
代
文
学
館
︶﹁
概
要
﹂︵
大
久
保
乙
彦
︶
に
は
、
漢
籍
︵
一
部
日
本
で
翻
刻
さ
れ
た
も
の
を
含
む
︶
は
一
八
八
点
一
一
七
七
冊
あ
る
。
大
部
の
も
の
に
は
、﹃
淵
鑑
類
函
﹄︵
48
冊
︶﹃
戯
考
﹄︵
31
冊
︶﹃
元
詩
選
﹄︵
36
冊
︶﹃
香
艶
叢
書
﹄︵
80
冊
︶﹃
太
平
広
記
﹄︵
48
冊
︶﹃
唐
詩
百
名
家
全
集
﹄︵
40
冊
︶﹃
唐
代
叢
書
﹄︵
36
冊
︶﹃
佩
文
韻
府
﹄︵
60
冊
︶﹃
明
詩
綜
﹄
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
六
︵
32
冊
︶
な
ど
が
あ
り
、
古
典
解
釈
書
、
清
末
民
国
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
小
説
類
も
多
い
。
と
紹
介
さ
れ
る
。
こ
の
漢
籍
類
に
は
、
四
大
奇
書
の
一
つ
﹁
西
遊
記
﹂
の
清
代
刊
本
﹃
西
遊
真
詮
﹄
や
清
の
抱
甕
老
人
﹃
今
古
奇
観
﹄、﹃
陳
眉
公
批
西
廂
記
原
本
﹄
8
や
孔
尚
任
の
﹃
桃
花
扇
伝
奇
﹄
と
い
っ
た
中
国
の
通
俗
小
説
や
戯
曲
の
類
も
蔵
さ
れ
る
が
、
先
に
示
し
た
明
の
通
俗
小
説
書
は
探
し
出
せ
ず
、
和
書
に
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
書
名
も
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
の
読
書
の
手
掛
か
り
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
目
録
﹁
和
漢
書
Ⅱ
﹂
に
﹃
通
俗
二
十
一
史
﹄
の
蔵
書
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
全
十
二
巻
の
内
、
第
一
巻
﹁
十
二
朝
軍
談　
列
国
志
前
編　
明
治
44
・
７
﹂、
第
八
巻
﹁
南
北
朝
軍
談　
隋
煬
帝
外
史　
明
治
44
・
12
﹂
の
二
冊
が
著
録
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
当
該
の
第
二
巻
は
含
ま
れ
な
い
も
の
の
、
こ
の
﹃
通
俗
二
十
一
史
﹄
の
著
録
を
一
つ
の
事
実
と
認
め
、
そ
れ
を
論
拠
と
し
て
推
察
す
れ
ば
、
芥
川
の
読
ん
だ
テ
キ
ス
ト
を
﹃
通
俗
二
十
一
史
﹄
第
二
巻
に
想
定
す
る
こ
と
も
ま
た
一
つ
の
理
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
江
戸
の
版
本
は
、
す
で
に
引
用
し
た
と
お
り
、
漢
字
カ0
タ
カ
ナ
0
0
0
交
じ
り
で
、
ル
ビ
付
き
の
文
体
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
明
治
期
に
翻
刻
さ
れ
た
も
の
は
、
基
本
的
に
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
0
0
0
0
に
改
め
る
と
同
時
に
、
そ
の
表
記
も
和
文
訳
を
強
く
意
識
し
て
ひ
ら
が
な
化
を
進
め
、
読
み
や
す
い
テ
キ
ス
ト
作
り
を
し
て
い
る
体
で
あ
る
。﹃
通
俗
二
十
一
史
﹄
の
場
合
も
、
忠
実
に
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
て
は
い
る
が
、
部
分
的
に
返
り
点
を
添
え
た
漢
文
表
記
を
温
存
し
て
原
本
の
趣
き
を
留
め
て
も
い
る
。
こ
う
し
た
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
翻
刻
・
受
容
の
様
相
の
中
で
、
仮
に
芥
川
が
﹃
通
俗
二
十
一
史
﹄
に
依
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
引
用
し
た
版
本
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
の
﹁
カ
タ
カ
ナ
﹂
を
﹁
ひ
ら
が
な
﹂
に
置
き
換
え
れ
ば
よ
い
も
の
と
い
え
る
。
と
り
あ
え
ず
は
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
版
本
の
表
記
に
よ
っ
て
引
用
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
四
﹃
論
語
﹄﹁
述
而
﹂
篇
に
載
る
﹁
子
不
語
怪
力
乱
神
。︵
子
は
怪
・
力
・
乱
・
神
を
語
ら
ず
。︶﹂
の
一
条
は
、
い
わ
ゆ
る
六
朝
の
﹁
志
怪
﹂
小
説
の
﹁
怪
を
志
す
﹂
の
解
説
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
﹁
怪
・
力
・
乱
・
神
﹂
は
い
つ
の
世
に
も
多
く
の
人
々
の
関
心
の
的
と
な
る
事
象
で
あ
る
。﹁
力
﹂
は
類
い
稀
な
力
、
怪
力
、
ま
た
超
自
然
的
な
力
で
も
あ
る
。﹃
史
記
﹄﹁
項
羽
本
紀
﹂
に
は
、
項
羽
は
身
の
丈
八
尺
余
で
、
力
能
扛
鼎
︵
力
能
く
鼎
を
扛あ
ぐ
︶。
と
記
さ
れ
る
。
鼎
を
持
ち
上
げ
る
と
い
う
行
為
を
通
し
て
、
極
め
て
大
力
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
記
す
る
が
、
実
を
い
え
ば
、﹁
英
雄
の
器
﹂
に
も
こ
の
﹁
鼎
﹂
を
め
ぐ
る
話
題
が
登
場
す
る
。
呂
馬
通
は
項
羽
の
強
さ
に
着
目
し
て
語
る
。
﹁
そ
れ
は
強
い
こ
と
は
強
い
で
す
。
何
し
ろ
塗
山
の
禹
王
廟
に
あ
る
石
の
鼎
さ
え
枉
げ
る
と
云
う
の
で
す
か
ら
な
。
現
に
今
日
の
戦
で
も
で
す
。
私
は
一
時
命
は
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
李
佐
が
殺
さ
れ
る
、
王
恒
が
殺
さ
れ
る
。
そ
の
勢
い
と
云
っ
た
ら
、
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
実
際
、
強
い
こ
と
は
強
い
で
す
な
。﹂
こ
の
前
半
に
い
う
﹁
塗
山
の
禹
王
廟
に
あ
る
石
の
鼎
さ
え
枉
げ
る
﹂
の
記
載
を
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
七
考
え
る
に
、﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
一
﹁
項
羽
会
稽
城ニ
興ス
レ
兵ヲ
﹂
に
は
、
会
稽
塗
山
の
麓
を
根
城
と
す
る
于
英
・
桓
楚
と
い
う
勇
猛
な
盗
賊
二
人
を
自
軍
に
引
き
入
れ
る
べ
く
訪
ね
た
項
羽
が
、﹁
足
下
の
勇
力
を
試
み
て
若もし
万
人
に
敵
す
る
力
あ
ら
ば
我
等
二
人
相
従
は
ん
﹂
と
の
二
人
の
提
案
に
応
じ
て
、
桓
楚
が
い
う
﹁
禹
王
の
廟
﹂
の
﹁
石
の
鼎
﹂
を
訪
ね
て
見
れ
ば
、﹁
高
七
尺
、
囲
五
尺
ニ
シ
テ
重
サ
五
千
斤
ト
云
伝
﹂
え
た
る
大
き
な
鼎
。
果
た
し
て
項
王
は
そ
れ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
乃
チ
立
ヨ
リ
テ
一
タ
ビ
推
バ
其
鼎
忽
ニ
倒
タ
ル
ヲ
又
引
起
シ
テ
三
度
ニ
及
ケ
ル
ガ
、
強
チ
ニ
力
ヲ
出
セ
ル
体
ニ
モ
ア
ラ
ズ
、
イ
ト
易
ゲ
ニ
見
ヘ
ケ
レ
バ
、
于
英
・
桓
楚
は
驚
い
て
、
足
下
ノ
力
マ
コ
ト
ニ
天
下
ニ
敵
ス
ベ
シ
、
項
羽
は
笑
っ
て
、
是
等
ノ
事
ヲ
何
ゾ
奇
特
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
。
と
答
え
る
や
、
鼎
ノ
足
ヘ
手
ヲ
入
、
中
ニ
持
ア
ゲ
テ
廟
ヲ
三
遍
走
リ
軽
々
ト
旧
ノ
処
ニ
打
置
テ
顔
色
ヲ
モ
変
ゼ
ザ
リ
シ
カ
バ
、
于
英
・
桓
楚
は
地
に
拝
伏
し
て
、
足
下
ハ
真
ニ
天
神
ナ
リ
。
我
等
ネ
カ
ハ
ク
ハ
命
ヲ
棄
テ
相
従
ハ
ン
。
と
、
項
羽
を
﹁
天
神
﹂
と
褒
め
そ
や
し
、
山
上
に
伴
い
酒
宴
と
な
る
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
項
羽
の
勇
力
の
話
題
を
展
開
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
﹁
英
雄
の
器
﹂
に
お
い
て
呂
馬
通
が
口
に
し
た
﹁
塗
山
の
禹
王
廟
に
あ
る
石
の
鼎
さ
え
枉
げ
る
﹂
の
由
来
に
他
な
る
ま
い
。
因
み
に
、
先
の
明
治
十
九
年
四
月
刊
の
覚
張
栄
三
郎
﹃
通
俗
武
王
軍
談
﹄
の
ボ
ー
ル
表
紙
に
は
、
右
手
に
大
筆
を
握
っ
て
文
字
を
書
き
、
肩
ぬ
ぎ
し
た
左
手
で
鼎
を
掲
げ
も
つ
項
羽
が
描
か
れ
る
。
上
記
の
鼎
の
話
題
は
、
も
ち
ろ
ん
、﹃
西
漢
演
義
伝
﹄
で
は
巻
一
﹁
会
稽
城
項
梁
起
義
﹂
に
あ
り
、﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
で
は
標
題
の
﹁
項
梁
﹂
の
名
が
﹁
項
羽
﹂
に
変
っ
て
い
る
。
後
に
﹁
四
面
楚
歌
﹂
の
戦
況
に
陥
り
、﹁
力
抜
山
兮
気
蓋
世
︵
力
は
山
を
抜
き
気
は
世
を
蓋
ふ
︶﹂
と
詠
っ
た
項
羽
で
あ
れ
ば
、
そ
の
﹁
山
を
抜
﹂
く
力
そ
の
も
の
を
示
す
鼎
の
話
題
は
人
物
形
象
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
、
呂
馬
通
の
発
言
の
後
半
に
あ
る
﹁
今
日
の
戦
﹂
で
李
佐
・
王
恒
が
項
王
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
漢
軍
の
二
将
の
殺
害
に
つ
い
て
も
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
﹁
項
羽
烏
江
自
刎
﹂
に
次
の
記
載
を
認
め
る
。
僅
か
二
十
八
騎
に
打
ち
な
さ
れ
た
項
王
が
そ
の
手
勢
を
率
い
て
漢
兵
を
籠
絡
し
て
み
せ
る
場
面
︵
後
述
︶
で
、
項
王
チ
ツ
ト
モ
踉
タ
メ
ラ
ハズ
鎗
ヲ
挙
テ
三
方
ノ
敵
ニ
渡
ア
ヒ
、
矢
庭
ニ
漢
ノ
大
将
李
佑
都
尉
王
恒
二
人
ヲ
馬
ヨ
リ
斬
落
シ
、
并
ニ
士
卒
数
百
人
ヲ
討
取
ケ
ル
ガ
、
と
﹁
李
佑
﹂
な
る
﹁
漢
の
大
将
﹂
と
﹁
王
恒
﹂
な
る
﹁
都
尉
﹂
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
。﹁
英
雄
の
器
﹂
で
呂
馬
通
が
語
り
明
か
し
た
の
は
﹁
李
佐ゝ
﹂
と
﹁
王
恒
﹂
の
二
名
で
、﹁
李
佐ゝ
﹂
は
一
見
確
か
に
﹁
李
佑ゝ
﹂
と
は
異
な
る
。﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
み
な
ら
ず
、﹃
西
漢
演
義
伝
﹄
に
も
巻
七
﹁
楚
覇
王
烏
江
自
刎
﹂
に
、
項
王
挙
鎗
往
来
馳
驟
于
三
処
、
以
身
為
羽
翼
、
復
斬
漢
将
李
佑
、
都
尉
王
恒
、
殺
漢
兵
数
百
人
。
及
査
楚
卒
、
止
亡
其
二
騎
。︵
項
王　
鎗
を
挙
げ
て
往
来
し
て
三
処
に
馳
驟
し
、
身
を
以
っ
て
羽
翼
と
為
り
、
復
た
漢
将
李
佑
、
都
尉
王
恒
を
斬
り
、
漢
兵
数
百
人
を
殺
す
。
楚
卒
を
査
す
る
に
及
び
て
は
、
止
だ
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
八
其
の
二
騎
を
亡うしなふ
の
み
。︶
と
﹁
李
佑
﹂﹁
王
恒
﹂
の
二
人
の
名
を
挙
げ
、
そ
の
二
人
の
名
が
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
に
も
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
み
れ
ば
、﹁
英
雄
の
器
﹂
に
お
け
る
﹁
李
佐ゝ
﹂
の
表
記
は
、
お
そ
ら
く
﹁
李
佑ゝ
﹂
の
﹁
佑
﹂
字
を
﹁
佐
﹂
字
に
誤
記
、
あ
る
い
は
芥
川
が
筆
写
し
た
﹁
右
﹂
の
微
妙
な
字
画
に
対
す
る
判
読
上
の
ミ
ス
に
由
来
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
9
。
こ
れ
ら
の
記
事
の
対
比
を
通
し
て
、
芥
川
が
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
に
基
づ
い
て
二
つ
の
話
題
を
摘
記
し
つ
つ
呂
馬
通
の
言
動
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
分
か
る
。
五
呂
馬
通
は
項
羽
の
﹁
英
雄
の
器
﹂
を
問
題
に
す
る
。﹁
器
﹂
字
は
、
祭
器
が
並
べ
ら
れ
た
形
を
表
す
﹁
㗊
﹂
と
犠
牲
と
し
て
捧
げ
ら
れ
る
﹁
犬
﹂
と
に
よ
る
会
意
文
字
で
、
祭
祀
に
用
い
ら
れ
る
祭
器
の
意
か
ら
、
う
つ
わ
の
意
味
に
広
く
使
わ
れ
、
容
器
、
器
具
、
ま
た
器
量
、
才
能
の
意
味
も
表
す
。﹁
英
雄
の
器
﹂
に
こ
だ
わ
る
呂
馬
通
は
﹁
し
か
し
で
す
。﹂
と
切
り
出
す
。
﹁
し
か
し
、
英
雄
の
器
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
証
拠
は
、
や
は
り
今
日
の
戦
で
す
な
。
烏
江
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
時
の
楚
の
軍
は
、
た
っ
た
二
十
八
騎
で
す
。
雲
霞
の
よ
う
な
味
方
の
大
軍
に
対
し
て
、
戦
っ
た
所
が
、
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
烏
江
の
亭
長
は
、
わ
ざ
わ
ざ
迎
え
に
出
て
、
江
東
へ
舟
で
渡
そ
う
と
云
っ
た
そ
う
で
す
な
。
も
し
項
羽
に
英
雄
の
器
が
あ
れ
ば
、
垢
を
含
ん
で
も
、
烏
江
を
渡
る
で
す
。
そ
う
し
て
捲
土
重
来
す
る
で
す
。
面
目
な
ぞ
を
か
ま
っ
て
い
る
場
合
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。﹂
項
王
は
﹁
英
雄
の
器
﹂
で
な
い
と
否
定
し
、
そ
の
証
拠
と
し
て
﹁
今
日
の
戦
﹂
を
挙
げ
る
。
そ
の
論
評
の
中
で
、
今
日
の
戦
で
打
ち
な
さ
れ
た
僅
か
二
十
八
騎
の
手
勢
で
戦
う
意
味
と
捲
土
重
来
を
期
し
て
烏
江
を
渡
る
こ
と
へ
の
拒
絶
を
問
題
視
す
る
。
こ
の
発
言
に
対
し
て
、﹁
鼻
の
高
い
、
眼
光
の
鋭
い
顔
﹂
が
問
い
返
す
。
﹁
す
る
と
、
英
雄
の
器
と
云
う
の
は
、
勘
定
に
明
い
と
云
う
事
か
ね
。﹂
﹁
勘
定
に
明
い
﹂
と
は
、
打
ち
な
さ
れ
た
二
十
八
騎
で
最
期
の
戦
を
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
烏
江
の
亭
長
の
丁
重
な
出
迎
え
の
意
を
素
直
に
受
け
入
れ
、
江
東
へ
渡
り
捲
土
重
来
を
期
す
と
い
う
選
択
肢
︱
現
実
に
は
項
王
が
固
辞
し
た
そ
の
対
極
に
あ
る
決
断
に
他
な
る
ま
い
。
こ
う
問
い
返
さ
れ
る
や
、
や
や
反
り
身
に
な
っ
て
、
そ
の
顔
の
主
を
﹁
時
々
ち
ら
り
と
眺
め
な
が
ら
、
勢
い
よ
く
手
真
似
を
し
て
、
し
ゃ
べ
り
出
し
た
﹂
呂
馬
通
。
﹁
い
や
そ
う
云
う
つ
も
り
じ
ゃ
な
い
で
す
。
︱
項
羽
は
で
す
な
。
項
羽
は
、
今
日
戦
の
始
ま
る
前
に
、
二
十
八
人
の
部
下
の
前
で
﹃
項
羽
を
亡
す
も
の
は
天
だ
。
人
力
の
不
足
で
は
な
い
。
そ
の
証
拠
に
は
、
こ
れ
だ
け
の
軍
勢
で
、
必
ず
漢
の
軍
を
三
度
破
っ
て
見
せ
る
﹄
と
云
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
て
、
実
際
三
度
ど
こ
ろ
か
、
九
度
も
勝
っ
て
い
る
で
す
。
私
に
云
わ
せ
る
と
、
そ
れ
が
卑
怯
だ
と
思
う
の
で
す
な
、
自
分
の
失
敗
を
天
に
か
ず
け
る
︱
天
こ
そ
い
い
迷
惑
で
す
。
そ
れ
も
烏
江
を
渡
っ
て
、
江
東
の
健
児
を
糾
合
し
て
、
再
び
中
原
の
鹿
を
争
っ
た
後
で
な
ら
、
仕
方
が
な
い
で
す
よ
。
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
立
派
に
生
き
ら
れ
る
所
を
、
死
ん
で
い
る
で
す
。
私
が
項
羽
を
英
雄
の
器
で
な
い
と
す
る
の
は
、
勘
定
に
暗
か
っ
た
か
ら
ば
か
り
で
は
な
い
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
九
で
す
。
一
切
を
天
命
で
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
︱
そ
れ
が
い
か
ん
で
す
な
。
英
雄
と
云
う
も
の
は
、
そ
ん
な
も
の
じ
ゃ
な
い
と
思
う
で
す
。
蕭
丞
相
の
よ
う
な
学
者
は
、
ど
う
云
わ
れ
る
か
知
ら
ん
で
す
が
。﹂
﹁
二
十
八
騎
﹂
と
は
、﹁
四
面
楚
歌
﹂
す
る
状
況
下
で
﹁
抜
山
蓋
世
﹂
の
歌
を
詠
じ
て
苦
悶
す
る
項
王
の
目
の
前
で
、
虞
美
人
が
そ
の
剣
を
握
っ
て
舞
い
自
ら
命
を
絶
っ
た
後
、
項
王
は
江
東
へ
の
路
を
尋
ね
た
農
夫
に
騙
さ
れ
て
大
沢
に
迷
い
こ
み
、
力
弱
り
兵
も
討
ち
な
さ
れ
な
が
ら
最
期
ま
で
付
き
従
っ
た
将
兵
の
数
で
あ
る
。﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
﹁
項
羽
烏
江
自
刎
﹂
に
よ
れ
ば
、
そ
の
僅
か
二
十
八
騎
で
、
一
夜
を
興
教
院
に
明
か
し
一
飯
を
恵
ま
れ
、
夜
半
の
一
場
の
夢
に
、
五
色
の
雲
に
乗
っ
た
漢
王
が
大
江
の
面
に
浮
か
び
出
た
一
輪
の
紅
日
を
懐
の
中
に
抱
い
て
去
ら
ん
と
す
る
の
を
、
追
い
つ
い
て
奪
い
取
ら
ん
と
す
れ
ば
漢
王
が
雲
の
中
よ
り
一
足
で
蹴
落
と
し
て
西
方
へ
飛
び
去
る
に
、
祥
光
陰
々
と
し
て
異
香
紛
々
た
る
に
驚
き
醒
め
る
。
大
い
に
嘆
息
し
て
﹁
天
命
有アリ
レ
在
ア
ル
コ
ト
不
レ
可
レ
強シフ
﹂
と
い
う
言
葉
も
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、
雲
の
ご
と
き
漢
兵
の
鬨
の
声
に
再
び
戦
場
の
人
と
な
り
、
烏
江
に
馬
を
駆
け
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
昨
夜
の
夢
も
只
事
な
ら
ず
思
わ
れ
て
、﹁
運
命
ス
デ
ニ
尽
タ
リ
決
シ
テ
逃
ベ
カ
ラ
ズ
﹂
と
士
卒
に
向
か
っ
て
思
い
を
伝
え
る
中
に
、
呂
馬
通
が
い
う
﹁
必
ず
漢
の
軍
を
三
度
破
っ
て
見
せ
る
﹂﹁
実
際
三
度
ど
こ
ろ
か
、
九
度
も
戦
っ
て
い
る
で
す
﹂
に
関
わ
る
言
動
が
見
え
る
。
﹃
史
記
﹄﹁
項
羽
本
紀
﹂
に
も
二
十
八
騎
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
こ
の
戦
い
に
関
す
る
記
述
も
あ
る
が
、
い
ま
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
に
よ
れ
ば
、
我
兵
ヲ
起
シ
テ
ヨ
リ
八
个
年
ノ
間
数
百
度
ノ
合
戦
ニ
、
凡
ソ
当
ル
所
ノ
者
ハ
破
レ
、
撃
ツ
所
ノ
者
ハ
悉
ク
服
シ
テ
、
未
ダ
一
度
モ
敗
北
セ
ズ
、
了
ニ
天
下
ニ
覇
王
タ
リ
シ
ガ
、
今
此
ノ
如
ク
ニ
困
ラ
ル
ヽ
ハ
、
是
ワ
ガ
勇
力
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
、
天
ノ
我
ヲ
亡
セ
ル
ナ
リ
、
今
日
ワ
レ
死
戦
ヲ
決
セ
ン
、
若
三
タ
ビ
戦
テ
之
ニ
勝
バ
、
汝
等
明
ニ
天
ノ
我
ヲ
亡
シ
テ
、
其
勇
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ベ
シ
ト
テ
、
僅
ニ
二
十
八
騎
ヲ
四
手
ニ
分
テ
討
テ
向
バ
、
漢
ノ
兵
鼓
躁
シ
テ
攻
囲
コ
ト
益
急
ナ
リ
、
項
王
又
士
卒
ニ
向
テ
我
イ
マ
敵
ノ
大
将
一
人
ヲ
斬
テ
路
ヲ
開
ン
、
汝
等
早
ク
東
山
ノ
下
ニ
到
リ
三
処
ニ
分
テ
我
ヲ
待
、
必
ズ
違
コ
ト
勿
レ
ト
云
バ
、
士
卒
声
ヲ
揃
テ
、
願
ハ
陛
下
ノ
命
ニ
従
ン
ト
云
、
下
命
す
る
と
同
時
に
、
二
十
八
騎
を
四
手
に
分
け
て
打
っ
て
出
て
、
一
人
の
漢
将
を
打
ち
落
と
し
、
敵
を
威
嚇
し
つ
つ
、
東
山
の
下
の
三
処
に
分
か
れ
て
待
た
せ
、
漢
の
大
軍
が
三
処
に
殺
到
す
れ
ば
、
鎗
を
挙
げ
て
三
方
の
敵
と
渡
り
合
う
項
羽
。
か
く
て
こ
の
戦
い
で
斬
り
落
と
さ
れ
た
の
が
、
す
で
に
記
し
た
李
佑
・
王
恒
の
二
人
で
あ
っ
た
。
一
方
、
楚
の
兵
は
二
人
討
た
れ
た
だ
け
で
、
漢
の
呂
勝
・
楊
武
も
敵
わ
ず
敗
走
す
る
。
さ
ら
に
一
日
の
間
に
漢
の
大
軍
と
三
度
な
ら
ず
九
度
戦
っ
た
さ
ま
を
記
し
て
は
、
項
王
一
日
ノ
間
ニ
、
漢
ノ
大
軍
ト
九
タ
ビ
戦
テ
、
大
将
九
人
、
士
卒
千
余
人
ヲ
討
取
シ
カ
ド
モ
、
其
身
ハ
更
ニ
一
手
ノ
疵
ヲ
モ
被
ズ
、
左
右
ニ
向
テ
如
何
ニ
我
向サキ
ニ
申
セ
シ
言
相
違
セ
リ
ヤ
ト
問
ニ
、
士
卒
ミ
ナ
拝
伏
シ
、
陛
下
サ
キ
ニ
三
タ
ビ
戦
テ
一
人
ノ
大
将
ヲ
斬
ン
ト
宣
シ
ガ
、
今
日
九
タ
ビ
戦
テ
九
人
ノ
大
将
、
千
余
人
ノ
兵
ヲ
斬
玉
フ
ハ
、
兎
角
申
ス
ニ
言
ナ
シ
、
陛
下
ハ
真
ニ
天
神
ナ
リ
ト
云
ケ
レ
バ
、
項
王
打
笑
ヒ
、
馬
ヲ
飛
シ
テ
烏
江
ノ
北
ノ
岸
ニ
到
シ
ニ
、
と
獅
子
奮
迅
を
記
す
。
こ
こ
こ
に
項
王
を
﹁
天
神
﹂
と
ま
で
称
賛
す
る
﹃
通
俗
漢
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
一
〇
楚
軍
談
﹄
の
記
載
は
﹃
西
漢
演
義
伝
﹄
巻
七
﹁
覇
王
烏
江
自
刎
﹂
に
も
、
一
日
之
間
、
凡
経
九
戦
、
殺
漢
大
将
九
人
、
殺
兵
一
千
余
人
。
乃
謂
其
騎
曰
、
﹁
吾
之
与
漢
戦
果
何
如
。﹂
衆
騎
皆
伏
曰
、﹁
大
王
真
天
神
也
。﹂
霸
王
一
日
九
戦
、
遂
衝
出
重
囲
、
到
大
江
北
岸
、
地
名
烏
江
。︵
一
日
の
間
、
凡
そ
九
戦
を
経
て
、
漢
の
大
将
九
人
を
殺
し
、
兵
一
千
余
人
を
殺
す
。
乃
ち
其
の
騎
に
謂
ひ
て
曰
く
、﹁
吾
の
漢
と
の
戦
果
は
何
如
﹂
と
。
衆
騎
皆
伏
し
て
曰
く
、﹁
大
王
は
真
の
天ゝ
神ゝ
な
り
﹂
と
。
霸
王
一
日
に
九
戦
し
て
、
遂
に
衝
き
て
重
囲
を
出
で
、
大
江
の
北
岸
、
地
名
は
烏
江
に
到
る
。︶
と
定
着
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の
項
羽
に
対
す
る
﹁
天
神
﹂
の
位
置
づ
け
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
﹁
九
里
山
十
面
埋
伏
﹂︵﹃
西
漢
演
義
伝
﹄
で
は
巻
七
︶
の
終
盤
に
も
、
一
日
に
漢
の
名
将
六
十
余
人
と
戦
っ
て
﹁
我
イ
カ
ニ
力
弱
タ
ル
カ
﹂
と
の
項
羽
の
問
い
に
、
諸
将
が
、
陛
下
ハ
誠
ニ
天ゝ
神ゝ
ナ
リ
。
今
日
ノ
御
挙
動
古
今
例
少
ク
覚
ヘ
候
フ
︵
略
︶。
と
地
に
拝
伏
し
て
答
え
る
場
面
に
も
認
め
ら
れ
る
。﹁
塗
山
の
禹
王
廟
に
あ
る
石
の
鼎
﹂
の
典
拠
と
な
る
巻
一
の
話
題
以
来
の
﹁
天
神
﹂
の
字
句
は
、
話
材
と
し
て
一
貫
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
﹁
英
雄
の
器
﹂
に
お
け
る
呂
馬
通
の
言
動
は
、﹃
史
記
﹄
に
類
す
る
﹃
西
漢
演
義
伝
﹄
の
記
事
や
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
記
述
と
内
容
的
に
齟
齬
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。
六
﹁
英
雄
の
器
﹂
の
呂
馬
通
は
、
項
羽
の
﹁
英
雄
の
器
﹂
に
対
す
る
疑
念
を
絶
え
ず
抱
く
。﹁
生
き
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
、
死
ん
で
い
る
﹂
項
羽
の
生
き
方
に
対
す
る
不
信
は
拭
い
さ
れ
な
い
。
九
度
も
戦
い
に
勝
ち
な
が
ら
、﹁
自
分
の
失
敗
を
天
に
か
ず
け
る
﹂
行
為
を
﹁
卑
怯
﹂
と
見
な
す
。
絶
命
の
窮
地
か
ら
生
き
延
び
る
こ
と
は
、
呂
馬
通
の
生
き
方
に
は
必
須
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
わ
ざ
わ
ざ
迎
え
に
出
た
烏
江
の
亭
長
が
い
う
江
東
へ
舟
で
渡
す
と
の
申
し
出
を
退
け
る
項
羽
を
﹁
勘
定
に
暗
い
﹂
と
判
断
す
る
か
。
項
羽
が
﹁
英
雄
の
器
﹂
で
な
い
の
は
﹁
勘
定
に
暗
か
っ
た
ば
か
り
で
は
な
い
﹂
と
主
張
し
、
そ
の
項
羽
の
死
に
到
る
行
動
に
対
し
て
憤
懣
の
わ
だ
か
ま
り
を
覚
え
る
呂
馬
通
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
﹁
項
羽
烏
江
自
刎
﹂
で
、
烏
江
で
舟
を
用
意
し
て
待
ち
受
け
て
い
た
亭
長
は
い
か
に
乗
船
を
促
し
た
か
。
烏
江
ノ
亭
ノ
長
、
一
艘
ノ
舟
ヲ
用
意
シ
テ
相
マ
チ
、
項
王
ニ
向
テ
申
ケ
ル
ハ
、
江
東
ハ
小
ナ
リ
ト
云
ト
モ
、
地
方
千
里
ア
リ
、
陛
下
彼
ニ
至
テ
勢
ヲ
集
玉
ハ
バ
、
尚
数
十
万
ニ
及
ン
、
早
々
ニ
御
渡
ア
リ
テ
、
必
ズ
大
事
ヲ
誤
玉
フ
ナ
、
況
ヤ
此
処
ニ
臣
ガ
此
舟
ヨ
リ
外
ニ
ハ
一
艘
モ
ナ
シ
、
漢
ノ
兵
タ
ト
ヒ
追
来
ル
ト
モ
、
争
カ
江
ヲ
渡
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
、
﹃
史
記
﹄
の
記
載
に
翻
っ
て
み
れ
ば
、
烏
江
亭
長
檥
船
待
。
謂
項
王
曰
、﹁
江
東
雖
小
、
地
方
千
里
、
衆
数
十
万
人
。
亦
足
王
也
。
願
大
王
急
渡
。
今
独
臣
有
船
。
漢
軍
至
、
無
以
渡
。﹂︵
烏
江
の
亭
長　
船
を
檥
し
て
待
つ
。
項
王
に
謂
ひ
て
曰
く
、﹁
江
東
は
小
な
り
と
雖
も
、
地
は
方
千
里
、
衆
は
数
十
万
人
あ
り
。
亦
た
王
た
る
に
足
る
な
り
。
願
は
く
は
大
王
急
ぎ
渡
ら
ん
こ
と
を
。
今
独
り
臣
の
み
船
有
り
、
漢
軍
至
る
も
、
以
て
渡
る
無
し
﹂
と
。︶
と
お
よ
そ
同
様
の
文
言
が
展
開
す
る
。
こ
の
亭
長
の
勧
め
を
聞
い
た
項
王
は
﹃
通
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
一
一
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
に
続
け
て
い
う
。
項
王
長
嘆
シ
テ
曰
、
天
既
ニ
我
ヲ
亡
セ
リ
、
縦
ヒ
江
ヲ
渡
ト
モ
、
了
ニ
免
コ
ト
能
ジ
、
殊
サ
ラ
ワ
レ
昔
シ
江
東
ノ
子
弟
八
千
人
ヲ
率
ヒ
来
リ
シ
ガ
、
今
一
人
モ
ナ
ク
ナ
リ
ヌ
レ
バ
、
江
東
ノ
父
老
、
深
ク
我
ヲ
恨
ン
、
縦
ヒ
若
恨
ズ
シ
テ
、
憐
デ
王
ト
ス
ト
モ
、
我
何
ノ
面
目
ア
リ
テ
カ
之
ニ
見
ン
、
彼
或
ハ
言
ズ
ト
モ
、
我
安
ゾ
独
リ
心
ニ
愧
ザ
ル
ベ
キ
、︵
略
︶
こ
の
部
分
も
﹃
史
記
﹄
の
記
載
に
翻
っ
て
み
れ
ば
、
項
王
笑
曰
、﹁
天
之
亡
我
、
我
何
渡
為
。
且
籍
与
江
東
子
弟
八
千
人
、
渡
江
而
西
、
今
無
一
人
還
。
縦
江
東
父
兄
憐
而
王
我
、
我
何
面
目
見
之
。
縦
彼
不
言
、
籍
独
不
愧
於
心
乎
。﹂︵
項
王
笑
ひ
て
曰
く
、﹁
天
の
我
を
亡
ぼ
す
に
、
我
何
ぞ
渡
る
こ
と
を
為
さ
ん
。
且
つ
籍
は
江
東
の
子
弟
八
千
人
と
、
江
を
渡
り
て
西
す
る
も
、
今
一
人
と
し
て
還
る
無
し
。
縦
ひ
江
東
の
父
兄
憐
れ
み
て
我
を
王
と
す
る
も
、
我
何
の
面
目
あ
り
て
之
に
見
え
ん
や
。
縦
ひ
彼
れ
言
は
ざ
る
も
、
籍
独
り
心
に
愧
ぢ
ざ
ら
ん
や
﹂
と
。︶
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
言
が
並
ん
で
い
る
。
烏
江
の
亭
長
の
進
言
は
、
お
よ
そ
﹃
史
記
﹄
の
記
載
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
で
は
亭
長
は
重
ね
て
強
く
説
得
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
陛
下
甚
ダ
悞
レ
リ
、
夫
勝
負
ハ
兵
家
ノ
常
ノ
習
、
漢
王
昔
シ
睢
水
ニ
陛
下
ト
戦
テ
大
ニ
敗
レ
、
三
十
余
万
ノ
兵
ヲ
失
テ
、
睢
水
ノ
大
河
モ
屍
ニ
セ
カ
レ
テ
流
ザ
リ
シ
ト
カ
ヤ
、
去
ト
モ
漢
王
志
ヲ
墜
ズ
、
只
一
人
山
ヲ
越
、
水
ヲ
渡
リ
、
或
ハ
古
井
ノ
中
ヘ
隠
ナ
ン
ド
シ
テ
命
ヲ
扶
カ
リ
、
了
ニ
此
ノ
如
ク
盛
ナ
ル
ニ
至
レ
リ
、
今
日
陛
下
ノ
敗
軍
モ
、
尚
昔
シ
漢
王
ノ
睢
水
ニ
敗
シ
時
ノ
如
シ
、
少
キ
忍
デ
計
ヲ
運
玉
ハ
バ
、
大
業
再
ビ
図
ツ
ベ
シ
、
如
何
ナ
レ
バ
区
々
ト
シ
テ
、
角
機
量
ノ
狭
コ
ト
ヲ
宣
ゾ
、
去
バ
古
ヨ
リ
図
ハ
カ
ル二
大
事　ヲ
一
者　ハ
、
不
レ
矜
ツ
ヽ
シ
マ二
細
行　ヲ
一
ト
云
リ
、
漢
ノ
兵
早
追
来
ン
、
陛
下
タ
ダ
速
ニ
渡
玉
ヘ
、
睢
水
の
流
れ
を
妨
げ
る
ま
で
の
漢
王
の
敗
北
は
、
前
二
〇
五
年
の
彭
城
の
戦
い
に
お
け
る
も
の
で
、
漢
王
は
古
井
戸
に
隠
れ
て
九
死
に
一
生
を
得
た
こ
と
を
記
す
0
。
そ
の
漢
王
の
﹁
細
行
﹂
を
憚
ら
ぬ
度
量
の
広
さ
を
説
い
て
、﹁
機
量
の
狭
き
﹂
項
王
に
烏
江
を
渡
る
よ
う
促
し
た
こ
と
は
、
同
じ
く
﹃
西
漢
演
義
伝
﹄
巻
七
に
は
、
勝
負
乃
兵
家
之
常
。
昔
漢
王
睢
水
与
大
王
交
兵
、
被
大
王
一
陣
、
殺
漢
兵
三
十
余
万
、
睢
水
為
之
不
流
。
此
時
漢
王
独
自
逃
難
、
落
于
井
中
、
幾
不
能
免
。
遂
忍
而
至
此
。
大
王
今
日
之
敗
、
猶
夫
漢
也
。
何
必
区
区
以
八
千
子
弟
而
言
。
是
何
所
見
之
小
耶
。
故
曰
、﹁
図
大
図
者
不
矜
細
行
。
王
可
急
渡
。
漢
兵
将
至
矣
。︵
勝
負
乃
ち
兵
家
の
常
な
り
。
昔　
漢
王　
睢
水
に
大
王
と
兵
を
交
へ
、
大
王
の
一
陣
を
被
り
、
漢
兵
三
十
余
万
を
殺
さ
れ
、
睢
水　
之
が
為
に
流
れ
ず
。
此
の
時　
漢
王
独
り
自
ら
難
を
逃
れ
、
井
中
に
落
ち
、
幾
ん
ど
免
る
る
能
は
ず
。
遂
に
忍
ん
で
此
に
至
る
。
大
王　
今
日
の
敗
は
、
猶
ほ
夫か
の
漢
の
ご
と
き
な
り
。
何
ぞ
必
ず
し
も
区
区
と
し
て
八
千
の
子
弟
を
以
て
言
は
ん
や
。
是
れ
何
ぞ
見
る
所
の
小
な
る
や
。
故もと
よ
り
曰
く
、﹁
大
を
図
る
者
は
細
行
を
矜あはれま
ず
﹂
と
。
王　
急
ぎ
渡
る
べ
し
。
漢
兵　
将
に
至
ら
ん
と
す
。︶
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
さ
ら
に
項
王
が
こ
れ
を
聞
き
入
れ
ず
、
御
辺
ノ
言
好
ト
云
ト
モ
、
我
心
甚
ダ
之
ヲ
愧
、
モ
シ
漢
ノ
兵
追
来
ラ
バ
、
只
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
一
二
早
々
ニ
首
ヲ
渡
ン
ノ
ミ
、
と
自
ら
の
決
断
を
伝
え
た
こ
と
も
、﹃
西
漢
演
義
伝
﹄
巻
七
に
、
汝
言
雖
善
、
吾
心
独
甚
愧
。
若
漢
兵
至
、
惟
付
之
一
死
耳
。︵
汝
の
言
善
し
と
雖
も
、
吾
が
心
独
り
甚
だ
愧
ず
。
若
し
漢
兵
至
ら
ば
、
惟
だ
之
に
一
死
を
付
す
の
み
。︶
と
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
語
ら
れ
る
睢
水
で
の
窮
地
に
漢
王
が
古
い
井
戸
に
隠
れ
た
と
の
所
行
は
、
遡
っ
て
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
八
﹁
項
羽
大　ニ
戦　フ
二
彭
城　ニ
一
﹂
に
、
睢
水
に
お
い
て
大
敗
を
喫
し
た
漢
王
が
﹁
天
命
ス
デ
ニ
尽
タ
リ
﹂
と
思
う
中
、
不
思
議
ヤ
漢
王
マ
コ
ト
ニ
天
ノ
祐
ヤ
有
ケ
ン
、
忽
チ
東
南
ノ
方
ヨ
リ
一
陣
ノ
狂
風
サ
ツ
ト
吹
来
テ
沙
ヲ
飄
シ
石
ヲ
飛
シ
、
俄
ニ
大
霧
深
ク
起
掩
ヒ
、
須
臾
ノ
間
ニ
四
方
黒
暗
ニ
ナ
リ
テ
咫
尺
ノ
間
モ
見
ワ
ケ
難
カ
リ
ケ
レ
バ
、
楚
ノ
軍
勢
大
ニ
驚
キ
怕
レ
テ
、
蛛
ノ
子
ヲ
散
ス
ガ
如
ク
ミ
ナ
四
角
八
方
ヘ
散
乱
ス
、
天
の
助
け
と
も
思
わ
れ
る
狂
風
と
大
霧
に
救
わ
れ
、
不
思
議
と
思
い
つ
つ
進
む
に
、
霧
イ
ヨ
イ
ヨ
深
ク
前
後
蒙
々
ト
シ
テ
東
西
ヲ
知
ガ
タ
ケ
レ
バ
、
ア
キ
レ
果
テ
立
玉
ヒ
シ
ニ
、
一
条
ノ
白
光
隠
々
ト
シ
テ
路
ヲ
照
シ
、
其
ノ
明
ナ
ル
コ
ト
杲
々
ト
シ
テ
白
日
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
カ
バ
、
弥
深
ク
怪
ミ
之
ヲ
指
南
ニ
馬
ヲ
飛
シ
テ
二
十
里
余
リ
馳
給
ヒ
ケ
レ
バ
、
漸
々
風
定
リ
霧
モ
程
ナ
ク
晴
ニ
ケ
リ
、
と
白
光
に
導
か
れ
て
救
わ
れ
る
一
方
、
さ
ら
に
項
王
が
差
し
向
け
た
丁
公
・
雍
歯
に
追
撃
さ
れ
、
そ
の
追
撃
の
執
拗
さ
に
、﹁
事
ノ
急
ナ
ル
ヲ
見
テ
、
今
ハ
遁
ヌ
所
ゾ
ト
思
ヒ
已
ニ
自
害
セ
ン
﹂
と
す
る
と
き
、
イ
ヤ
イ
ヤ
事
叶
ザ
ラ
ン
期
に
臨
デ
自
害
セ
ン
コ
ト
ハ
最
安
カ
ル
ベ
シ
、
一
マ
ヅ
隠
レ
テ
見
バ
ヤ
、
と
、
傍
ら
の
荊
棘
の
茂
っ
た
一
つ
の
古
井
に
飛
び
入
る
。
追
っ
手
の
雍
歯
は
夜
中
の
暗
闇
で
古
井
あ
り
と
は
つ
ゆ
知
ら
ず
駆
け
抜
け
た
た
め
、
思
い
が
け
ぬ
見
逃
し
に
九
死
に
一
生
を
得
た
漢
王
は
、
井
戸
か
ら
逃
れ
出
て
、
鳩
の
杖
を
つ
い
た
老
翁
戚
氏
の
歓
待
を
受
け
、
戚
姫
に
巡
り
あ
う
と
い
う
仕
儀
。
こ
の
一
節
も
﹃
西
漢
演
義
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、
巻
五
﹁
楚
覇
王
彭
城
大
戦
﹂
の
後
半
、﹁
正
在
危
急
之
際
︵
正
に
危
急
の
際
に
在
り
て
︶﹂
以
下
、﹁
夜
深
、
就
与
戚
氏
同
寝
。︵
夜
深
く
し
て
、
就
ち
戚
氏
と
同とも
に
寝
ぬ
。︶﹂
に
基
づ
く
こ
と
を
付
言
す
る
。
こ
の
よ
う
な
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
に
お
け
る
烏
江
の
亭
長
の
二
度
に
わ
た
る
執
拗
な
説
得
を
見
る
時
、﹁
英
雄
の
器
﹂
に
お
い
て
漢
王
自
ら
が
い
う
﹁
勘
定
に
明
い
﹂
は
、
窮
地
に
あ
っ
て
も
生
き
る
道
筋
を
探
り
、
生
へ
の
飽
く
な
き
執
着
を
見
せ
る
生
き
方
を
意
味
す
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
井
戸
に
逃
げ
隠
れ
て
九
死
に
一
生
を
得
た
劉
邦
の
生
き
ざ
ま
は
そ
れ
を
象
徴
す
る
も
の
で
、
そ
の
強
い
執
念
と
強
運
と
を
挙
例
さ
れ
て
は
、
元
来
劉
邦
と
性
分
を
異
に
す
る
項
羽
は
そ
の
生
き
方
に
一
線
を
画
し
て
即
座
に
拒
絶
し
、
劉
邦
の
ご
と
き
生
き
方
を
追
随
す
る
思
い
は
毛
頭
な
い
。
項
王
は
ま
さ
に
一
途
で
、
自
ら
の
勇
力
を
信
じ
な
が
ら
、
戦
況
利
あ
ら
ざ
る
現
実
に
天
の
我
を
亡
ぼ
す
運
命
を
知
覚
し
た
と
解
さ
れ
る
。
七
﹁
英
雄
の
器
﹂
に
お
い
て
、﹁
蕭
丞
相
の
よ
う
な
学
者
は
、
ど
う
云
わ
れ
る
か
知
ら
ん
で
す
が
。﹂
と
自
ら
の
発
言
を
締
め
く
く
っ
た
呂
馬
通
に
対
し
て
、﹁
鼻
の
高
い
顔
だ
け
が
、
思
い
が
け
な
く
、
一
種
の
感
動
を
、
眼
の
中
に
現
し
た
。
黒
い
瞳
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
一
三
が
、
熱
を
持
っ
た
よ
う
に
、
か
が
や
い
て
来
た
の
で
あ
る
。﹂
と
記
す
一
方
、
﹁
そ
う
か
ね
。
項
羽
は
そ
ん
な
事
を
云
っ
た
か
ね
。﹂
と
尋
ね
る
劉
邦
。﹁
そ
ん
な
事
﹂
と
は
、
呂
馬
通
の
発
言
に
見
え
た
﹁
項
羽
を
亡
す
も
の
は
天
だ
。
人
力
の
不
足
で
は
な
い
。
そ
の
証
拠
に
は
、
こ
れ
だ
け
の
軍
勢
で
、
必
ず
漢
の
軍
を
三
度
破
っ
て
見
せ
る
﹂
と
の
項
羽
の
発
言
自
体
を
指
す
。
﹁
云
っ
た
そ
う
で
す
。﹂
﹁
長
い
顔
を
上
下
に
、
大
き
く
動
か
し
た
﹂
呂
馬
通
は
さ
ら
に
項
羽
を
論
評
す
る
。
﹁
弱
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
い
や
、
少
く
と
も
男
ら
し
く
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
英
雄
と
云
う
も
の
は
、
天
と
戦
う
も
の
だ
ろ
う
と
思
う
で
す
が
。﹂
呂
馬
通
は
﹁
天
﹂
と
戦
う
の
が
﹁
英
雄
﹂
と
い
う
や
、
劉
邦
が
﹁
そ
う
さ
。﹂
と
肯
定
す
る
の
に
対
し
て
、
﹁
天
命
を
知
っ
て
も
尚
、
戦
う
も
の
だ
ろ
う
と
思
う
で
す
が
。﹂
と
畳
み
か
け
れ
ば
、
劉
邦
は
こ
れ
に
も
﹁
そ
う
さ
。﹂
と
応
じ
る
。
﹁
天
と
戦
﹂
い
、﹁
天
命
を
知
っ
て
も
尚
、
戦
う
﹂
と
は
、
項
王
を
説
得
し
た
烏
江
の
亭
長
の
言
辞
の
中
に
語
ら
れ
る
、
か
つ
て
漢
王
が
天
命
に
抗
っ
て
、
井
戸
に
も
隠
れ
て
窮
地
を
脱
し
た
生
き
ざ
ま
そ
の
も
の
で
あ
る
。﹁
そ
う
さ
。﹂
は
、
そ
う
し
た
自
ら
の
過
去
を
劉
邦
自
身
が
す
べ
て
肯
定
す
る
が
如
く
で
も
あ
る
。
天
命
に
関
し
て
は
、
前
引
の
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
﹁
項
羽
烏
江
自
刎
﹂
の
冒
頭
に
お
い
て
、
一
場
の
夢
に
日
輪
を
奪
わ
れ
た
項
王
は
﹁
天
命
有アリ
レ
在
ア
ル
コ
ト
不
レ
可
レ
強シフ
﹂
云
々
の
言
葉
も
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、
漢
兵
の
鬨
の
声
に
再
び
戦
場
の
人
と
な
る
。
雲
の
ご
と
き
漢
の
兵
の
中
で
﹁
楚
賊
速
ニ
首
ヲ
渡
セ
﹂
と
呼
ば
わ
る
大
将
の
灌
嬰
に
怒
っ
て
戦
い
を
交
え
る
が
、
殺
到
し
た
楊
武
・
呂
勝
・
柴
武
・
靳
歙
ら
と
は
戦
う
こ
と
を
好
ま
ず
、
駆
け
抜
け
る
。
五
十
里
走
っ
て
烏
江
に
到
れ
ば
、
漢
兵
が
畳
々
と
し
て
野
山
に
満
ち
る
さ
ま
を
目
の
当
た
り
に
見
る
。
か
く
て
項
王
が
、﹁
我
タ
ト
ヒ
翼
ア
リ
ト
モ
、
容
易
ク
此
囲
ヲ
出
ル
コ
ト
能
ジ
、
況
ヤ
昨
夜
ノ
夢
モ
只
事
ナ
ラ
ズ
﹂
と
悟
り
、﹁
運
命
ス
デ
ニ
尽
タ
リ
決
シ
テ
逃
ベ
カ
ラ
ズ
﹂
と
士
卒
に
向
か
っ
て
覚
悟
を
伝
え
た
言
葉
は
、
す
で
に
引
用
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
﹁
す
る
と
項
羽
は
︱
﹂
呂
馬
通
は
さ
ら
に
問
い
か
け
る
。﹁
劉
邦
は
鋭
い
眼
光
を
あ
げ
て
、
じ
っ
と
秋
を
ま
た
た
い
て
い
る
灯
火
の
光
を
見
た
。
そ
う
し
て
、
半
ば
独
り
言
の
よ
う
に
、
徐
に
こ
う
答
え
た
。﹂
と
導
き
出
さ
れ
る
の
が
、
末
尾
の
言
で
あ
る
。
﹁
だ
か
ら
、
英
雄
の
器
だ
っ
た
の
さ
。﹂
こ
の
呂
馬
通
と
劉
邦
の
問
答
は
、﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
に
は
依
拠
せ
ず
、
芥
川
が
独
自
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
俗
に
﹁
両
雄
並
び
立
た
ず
﹂
と
い
う
が
、
ま
さ
に
天
下
を
取
っ
た
劉
邦
の
も
う
一
方
で
、
そ
の
対
極
に
あ
る
項
羽
の
生
き
方
も
ま
た
真
理
で
あ
る
。﹁
天
命
ス
デ
ニ
尽
タ
リ
﹂
と
知
覚
し
た
劉
邦
が
井
戸
に
息
を
ひ
そ
め
て
窮
地
を
脱
し
た
事
例
を
、
今
窮
地
に
あ
る
項
王
が
間
近
く
烏
江
の
亭
長
か
ら
聞
か
さ
れ
て
は
、
か
え
っ
て
江
東
に
渡
る
と
い
う
窮
余
の
一
策
へ
一
線
を
踏
み
越
え
る
余
地
を
す
べ
て
否
定
し
さ
る
項
羽
で
も
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
生
へ
の
飽
く
な
き
執
念
は
項
羽
に
は
無
用
で
、﹁
運
命
ス
デ
ニ
尽
タ
リ
決
シ
テ
逃
ベ
カ
ラ
ズ
﹂
と
自
覚
し
た
項
羽
に
と
っ
て
は
自
刎
こ
そ
が
最
期
の
美
学
で
あ
っ
た
。
劉
邦
の
い
う
﹁
だ
か
ら
﹂
の
語
は
、
天
命
を
知
る
者
こ
そ
が
導
き
得
る
、
同
様
の
立
場
に
あ
っ
た
他
者
の
美
学
へ
の
容
認
で
も
あ
り
、
天
下
を
制
し
た
者
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
好
敵
手
た
る
英
雄
へ
の
愛
惜
と
も
い
え
る
。﹁
英
雄
の
器
﹂
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
自
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
一
四
ら
の
勇
力
を
信
じ
て
自
刎
し
た
項
羽
ヘ
の
哀
挽
の
辞
と
も
い
え
る
。
八
項
羽
が
嘆
息
し
て
立
つ
烏
江
の
亭
長
の
姿
を
見
て
愛
馬
烏
騅
を
贈
っ
た
こ
と
は
﹃
史
記
﹄
に
も
記
さ
れ
る
が
、﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
﹁
項
羽
烏
江
自
刎
﹂
で
は
、
亭
長
は
烏
騅
を
舟
に
乗
せ
て
漕
ぎ
だ
し
た
も
の
の
、
烏
騅
ナ
ヲ
モ
別
ヲ
惜
ミ
、
人
影
ノ
見
ル
程
ハ
、
此
方
ヲ
ノ
ミ
詠ナガメシ
ガ
、
已
ニ
二
町
バ
カ
リ
推
出
シ
ケ
ル
時
、
苦
ゲ
ニ
続
テ
数
声
永
ク
嘶
キ
、
只
一
跳
ニ
大
江
ノ
中
ヘ
飛
入
シ
ハ
、
誠
ニ
哀
ト
云
モ
愚
ナ
リ
、
と
烏
騅
の
入
水
を
記
す
。
こ
れ
も
﹃
西
漢
演
義
伝
﹄
で
は
巻
七
﹁
楚
覇
王
烏
江
自
刎
﹂
に
定
着
す
る
一
節
に
他
な
ら
な
い
。﹁
全
相
平
話
﹂
の
﹃
前
漢
書
続
集
﹄
の
場
合
は
、
前
置
す
る
﹁
正
集
﹂
が
失
わ
れ
る
た
め
、
烏
騅
の
一
躍
に
関
わ
る
叙
述
の
有
無
は
探
る
べ
く
も
な
い
。
項
羽
と
義
仲
と
が
相
似
す
る
境
涯
を
有
す
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
烏
騅
の
最
期
の
一
躍
は
、
木
曾
義
仲
の
鬼
葦
毛
が
深
田
に
は
ま
っ
た
場
面
を
想
起
さ
せ
る
一
節
で
あ
る
。
入
相
時
に
深
田
に
陥
っ
て
、﹁
あ
ふ
れ
ど
も
あ
ふ
れ
ど
も
、
打
て
ど
も
打
て
ど
も
は
た
ら
か
﹂
ぬ
鬼
葦
毛
に
対
し
て
、﹁
烏
騅
﹂
は
い
ま
だ
強
く
逞
し
く
、
自
ら
一
躍
し
て
健
気
な
最
期
を
遂
げ
る
。﹁
木
曾
最
期
﹂
に
お
け
る
鬼
葦
毛
と
は
ま
た
異
な
る
烏
騅
の
最
期
で
も
あ
る
。
人
馬
一
体
と
な
っ
て
駆
け
る
戦
場
で
、
井
中
に
遁
れ
て
人
事
を
尽
く
し
天
の
加
護
を
待
っ
た
劉
邦
に
対
し
て
、
烏
江
の
亭
長
に
烏
騅
を
贈
り
自
ら
退
路
を
断
っ
て
白
兵
戦
に
及
ん
だ
項
羽
。
芥
川
が
描
く
﹁
英
雄
の
器
﹂
の
叙
述
を
眺
め
て
き
た
が
、
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
読
書
を
介
し
た
小
説
は
さ
ま
ざ
ま
な
語
ら
い
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
短
篇
な
が
ら
な
か
な
か
に
含
蓄
に
富
み
奥
が
深
い
作
品
で
あ
る
。
注︵
1
︶　
﹁
麻
中
の
蓬
﹂
は
、﹃
荀
子
﹄﹁
勧
学
﹂
篇
の
﹁
蓬
生
麻
中
、
不
扶
自
直
︵
蓬　
麻
中
に
生
ず
れ
ば
、
扶
け
ず
し
て
自
づ
か
ら
直
し
︶﹂
に
出
典
す
る
語
で
、
麻
の
中
に
生
え
た
蓬
は
、
曲
が
り
が
ち
な
性
質
を
修
正
し
て
、
自
然
に
真
っ
直
ぐ
に
育
つ
こ
と
を
い
う
。
環
境
に
よ
っ
て
悪
い
も
の
も
直
く
な
る
こ
と
を
た
と
え
る
。
か
く
て
﹁
家
庭
﹂
の
存
在
を
重
要
視
す
る
と
同
時
に
、
例
示
さ
れ
た
そ
の
家
庭
の
長
や
保
護
者
と
偉
人
の
中
に
、
中
国
に
お
け
る
項
梁
と
項
羽
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
︵
2
︶　
﹁
鄭
家
の
奴　
詩
を
歌
ふ
﹂
は
、
後
漢
末
の
学
者
で
﹁
毛
詩
鄭
箋
﹂
で
知
ら
れ
る
鄭
玄
の
家
に
仕
え
る
召
使
は
み
な
﹁
詩
﹂
を
暗
誦
し
た
こ
と
を
い
う
。﹃
事
文
類
聚
﹄
に
由
来
す
る
語
と
い
い
、
い
わ
ゆ
る
﹁
門
前
の
小
僧　
習
わ
ぬ
経
を
読
む
﹂
や
﹁
勧
学
院
の
雀
は
蒙
求
を
囀
る
﹂
の
ご
と
く
、
こ
と
さ
ら
に
学
ば
ず
と
も
自
然
に
熟
達
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
︵
3
︶　
岳
飛
︵
字
は
鵬
挙
、
一
一
〇
三
～
一
一
四
一
︶
は
、
北
の
金
と
戦
っ
て
民
衆
の
絶
対
的
な
人
気
を
誇
っ
た
勇
将
で
あ
っ
た
が
、
和
平
派
の
秦
檜
の
謀
略
の
た
め
に
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
て
誅
滅
さ
れ
た
。
背
の
﹁
尽
忠
報
国
﹂
の
四
文
字
は
母
親
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
と
も
い
う
。﹃
宋
史
﹄
巻
三
六
五
に
そ
の
伝
が
収
載
さ
れ
る
。
　
︵
4
︶　
明
の
第
二
代
建
文
帝
に
召
さ
れ
た
王
叔
英 
︵
字
は 
原
采
、
？
～
一
四
〇
二
︶
は
、
﹁
靖
難
の
変
﹂
で
燕
王
︵
の
ち
の
永
楽
帝
︶
が
起
こ
し
た
兵
が
淮
の
地
に
至
る
と
、
詔
に
応
じ
て
兵
を
募
っ
た
も
の
の
、
す
で
に
為
す
べ
か
ら
ざ
る
状
態
を
知
覚
し
て
、
沐
浴
し
て
は
衣
冠
を
更
え
、
自
ら
書
い
た
﹁
絶
命
の
詞
﹂
を
衣
裾
の
間
に
隠
し
入
れ
て
、
玄
妙
観
の
銀
杏
の
樹
の
下
で
縊
死
し
た
と
﹃
明
史
﹄
巻
一
四
三
の
王
叔
英
伝
は
伝
え
て
い
る
。
　
︵
5
︶　
雑
誌
﹃
人
文
﹄
に
初
出
の
の
ち
、﹃
影
灯
篭
﹄﹃
或
日
の
大
石
内
蔵
之
助
﹄
に
収
載
さ
れ
る
。
　
︵
6
︶　
徳
田
武
﹃
対
訳
中
国
歴
史
小
説
選
集
﹄
第
三
巻
﹁
解
説
﹂︵
昭
和
五
十
八
年
十
月
、
ゆ
ま
に
書
房
刊
︶、
同
﹁
中
国
講
史
小
説
と
通
俗
軍
談
︱
読
本
前
史
︱
﹂︵﹁
文
学
﹂
一
九
八
四
年
十
月
・
八
五
年
二
月
、
岩
波
書
店
刊
。
の
ち
﹃
日
本
近
世
小
説
と
中
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
と
項
羽
︵
堀
︶ 
一
五
国
小
説
﹄
第
一
部
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
、
青
裳
堂
書
店
刊
︶
に
よ
れ
ば
、﹃
対
訳
中
国
歴
史
小
説
選
集
﹄
の
刊
行
に
際
し
て
、﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
底
本
に
金
閶
書
業
堂
﹃
新
刻
剣
嘯
閣
批
評
西
漢
演
義
伝
﹄
を
用
い
た
が
、
底
本
は
大
業
堂
﹃
重
刻
西
漢
通
俗
演
義
﹄
と
す
べ
き
で
あ
る
旨
の
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
た
だ
両
書
の
テ
キ
ス
ト
は
微
細
な
文
字
の
増
減
異
同
を
認
め
る
も
の
の
、
お
よ
そ
内
容
的
に
同
様
で
あ
る
と
い
う
。
本
稿
で
の
引
用
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
﹃
新
鐫
絵
像
東
西
漢
全
伝
︵
鍾
伯
敬
評
︶﹄︵
金
閶
書
業
堂
、
出
版
年
不
明
︶
内
の
﹁
新
刻
劔
嘯
閣
批
評
西
漢
演
義
伝
﹂
に
よ
っ
た
。
ま
た
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
の
引
用
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
︵
本
町
通
心
斎
橋
東
へ
入
︵
大
坂
︶、
河
内
屋
真
七
、
出
版
年
不
明
︶
に
よ
っ
た
。
　
︵
7
︶　
長
田
小
絵
﹁
芥
川
龍
之
介
の
翻
案
に
見
る
受
容
力
の
方
策
﹂︵﹃
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
サ
リ
ス
﹄
第
二
十
巻
第
一
号
、
二
〇
一
八
年
十
月
、
獨
協
大
学
国
際
教
養
学
部
言
語
文
化
学
科
︶
の
５
﹁
芥
川
の
中
国
古
典
文
学
に
取
材
し
た
作
品
﹂
所
掲
の
表
１
﹁
中
国
古
典
文
学
に
取
材
し
た
芥
川
作
品
﹂
に
は
、﹁
英
雄
の
器
﹂
の
﹁
原
典
﹂
と
し
て
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
を
挙
げ
、
注
に
そ
の
書
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
ま
たW
eb
上
の
論
考
と
し
て
、﹁
英
雄
の
器
﹂
に
仮
託
し
た
芥
川
龍
之
介
の
作
法
﹂
︵K
entN
ishi 2020/06/29
︶
に
は
、﹁﹁
英
雄
の
器
﹂
の
典
拠
は
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
巻
十
二
︵
夢
梅
軒
章
峯
・
望
京
南
徽
庵
︶
で
あ
る
﹂
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
る
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
版
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
に
よ
り
、
考
察
し
て
い
る
。
　
︵
8
︶　
﹃
西
廂
記
﹄
は
元
の
王
実
甫
の
劇
作
。
山
梨
県
立
文
学
館
に
蔵
さ
れ
る
芥
川
の
聴
講
ノ
ー
ト
﹁
支
那
戯
曲
講
義　
塩
谷
温
助
教
授
﹂
に
、﹁
陳
眉
公
批
西
廂
記
原
本
﹂
が
講
義
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
記
さ
れ
る
。
塩
谷
温
述
﹃
支
那
文
学
概
論
講
話
﹄︵
大
正
八
年
五
月
、
大
日
本
雄
弁
会
︶
の
第
三
項
﹁
漢
宮
秋
と
西
廂
記
﹂
に
は
、﹁
明
代
南
曲
の
流
行
す
る
に
及
ん
で
北
曲
五
本
西
廂
記
を
改
め
て
南
曲
の
体
製
と
な
し
、
分
つ
て
二
十
齣
と
し
ま
し
た
。
是
が
即
ち
六
十
種
本
の
北
西
廂
で
あ
り
ま
す
。
単
行
本
に
は
近
頃
上
海
で
印
刷
し
た
陳
眉
公
批
西
廂
記
︵
小
本
二
冊
、
価
六
角
銭
︶
と
申
す
が
あ
り
、
至
極
便
利
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
体
製
を
見
る
に
、
楔
子
を
齣
中
に
合
せ
、
毎
齣
の
標
目
を
挙
げ
、
題
目
正
名
を
削
り
、
全
く
面
目
を
一
新
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。﹂
と
記
述
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
聴
講
ノ
ー
ト
は
﹁
芥
川
龍
之
介
聴
講
ノ
ー
ト
﹁
支
那
戯
曲
講
義　
塩
谷
温
助
教
授
﹂
翻
刻
﹂︵
篠
崎
美
生
子
・
田
中
靖
彦
・
楊
志
輝
・
林
姵
君
・
庄
司
達
也
、﹁
恵
泉
女
学
園
大
学
紀
要
﹂
第
二
十
九
号
、
二
〇
一
七
年
二
月
︶
に
翻
刻
さ
れ
る
。
　
︵
9
︶　
項
羽
に
破
れ
た
﹁
李
佐
﹂
な
る
漢
の
将
軍
名
を
記
し
た
﹃
通
俗
漢
楚
軍
談
﹄
を
見
い
だ
し
得
れ
ば
、
芥
川
の
読
書
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
特
定
可
能
で
あ
る
が
、
未
見
。
　
︵
10
︶　
劉
邦
が
項
羽
の
追
撃
を
井
戸
に
隠
れ
て
か
わ
す
話
題
は
、
河
南
の
滎
陽
の
免
井
や
厄
井
と
呼
称
さ
れ
る
井
戸
で
の
も
の
が
知
ら
れ
、﹁
劉
邦
と
頼
朝
﹂︵﹃
日
中
比
較
文
学
叢
考
﹄
所
収
、
二
〇
一
五
年
、
研
文
出
版
︶
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
稗
史
資
料
の
中
で
、
清
・
王
謨
輯
﹃
重
訂
漢
唐
地
理
書
鈔
﹄
所
収
の
﹃
郡
国
志
﹄
︵
晋
・
袁
山
松
撰
︶
の
記
事
に
は
、﹁
滎
陽
有
厄
井
。
相
伝
、
漢
祖
為
雍
歯
所
追
、
投
匿
井
。
中
有
蜘
蛛
、
結
網
蔽
其
井
口
、
得
脱
。︵
滎
陽
に
厄
井
有
り
。
相
伝
す
、
漢
祖　
雍
歯
の
追
ふ
所
と
為
り
、
井
に
投
じ
匿
る
。
中
に
蜘
蛛
有
り
、
網
を
結
び
て
其
の
井
口
を
蔽
ひ
、
脱
る
る
を
得
た
り
。︶﹂
と
見
え
て
い
る
。
〔
付
記
〕
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
三
日
︵
土
︶、
上
海
の
復
旦
大
学
で
﹁
日
中
比
較
文
学
の
方
法
︱
漢
文
訓
読
を
中
心
に
︱
﹂
と
題
し
て
、﹁
井
戸
﹂
に
身
を
潜
め
て
項
羽
の
追
撃
を
か
わ
し
た
劉
邦
と
﹁
臥
木
﹂
に
隠
れ
て
平
家
の
追
撃
を
免
れ
た
源
頼
朝
を
め
ぐ
っ
て
比
較
文
学
的
に
考
察
す
る
機
会
を
頂
戴
し
た
。
本
論
考
は
、
そ
の
折
、
司
会
の
鄒
波
氏
か
ら
芥
川
龍
之
介
﹁
英
雄
の
器
﹂
に
お
け
る
﹁
呂
馬
通
﹂
の
表
記
に
つ
い
て
ご
質
問
い
た
だ
い
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
。
多
少
な
り
と
も
お
答
え
に
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
